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創刊にあたって
　学習院大学ドイツ文学科も、やがて開設されて五十年を迎える。ドイッ
語ドイッ文学関係で教鞭をとり、研究成果を発表している卒業生も五十人
をはるかに超え、やがて百の大台に達するだろう。別にアルマ・マ・一・一タに
固執するわけではないが、独文学界のさまざまの分野で、学習院風といえ
るなにがしかの学風のようなものが認められると言うことは許されよう。
大学の研究室を中心にする学会は、すでにいくつか存在し、桜井和市教授
の時代に一度設けられたことがあったが、シンチンガー先生の記念号とし
て二号誌を出したあと、文字どおり三号同人誌なみになんとなく消滅して
しまった責任の一端は、私も含めた当時のスタッフにもある。昨年、そう
いう過去の後ろめたさを持たない新保雅浩教授らから、学会設立の提案が
なされた時、まさに来るべきものが来た、という救われた思いがした。そ
れには別の事情もある。
　大学の第二外国語が廃止の方向に向かってから、ドイッ語の教職がまっ
さきにリストラの対象となり、いま大学院に在籍している将来の研究者た
ちの未来は明るくない。一名の新設ポストに数十名の応募があるという状
況のなかで、応募者の業績というものも非常に重視されるのに、発表の場
は極めて限られている。最近まで院の修了者や院生が、乏しい懐から身銭
を切って院生の機関誌を刊行していたが、執筆者は一ページにつきいくら
という出費をさらに強いられていた。学習院大学ドイッ文学会の設立に
よって、独文関係者以外の卒業生からも多くの賛同が得られたので、今後
は院生以上の諸君には、自己出費なしの発表の場が与えられたわけで、こ
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れから研究者を目指す諸君にとっては、外的な状況の厳しさを些かでも緩
和できるような環境だけは、これまでの先輩たちよりも恵まれることに
なった。その最初の成果として、　「研究論集」の第一号が刊行の運びと
なったことは、やがて学習院を去る私には本当に嬉しいことで、一番苦労
の多い部分を引き受けて下さった同僚諸氏にも心から感謝したい。
　研究論集のほかに当学会では、ニュースとして「めじろだより」を発行
しているが、これはドイツ関係の実務にかかわって社会で活躍している
方々のリポート、消息などを載せており、本学会が併せてもっている独文
科卒業生の親睦会的な性格を示している。だからといって本学会は狭い学
習院独文科という枠に留まる意図は毛頭なく、趣旨にご賛同の外部の方々
のご参加もお願いしていきたいと思っている。
　別に凝った誌名ではなく、即物的な「研究論集」というタイトルで第一
号を刊行することになった。内容で勝負という意気ごみだが、それに答え
られるものになっているか、大方の御批判御叱正をいただければ幸いであ
る。
学習院大学ドイッ文学会　会長　岩淵　達治
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